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職業教育・キャリア教育機関設置者・学校長各位

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団

理 事 長 福 田 益 和

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団

『職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員のための キャリア・サポーター養成講座』

を中心とするキャリア・サポート事業のご案内

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

旧・財団法人専修学校教育振興会は、公益法人制度改革関連法に基づき、本年４月１日より「一般財

団法人 職業教育・キャリア教育財団」に移行し、新たな出発をいたしました。今後は、名称の変更と共

にその目的を「職業教育・キャリア教育の振興に寄与すること」として、専修学校の振興はもとより、

幅広い教育機関、学習者を対象とした事業活動を展開してまいります。

さて、ご周知のとおり、“就職”や“職業”に対する近年の学生の意識につきましては、「自己分析・

自己理解の不足」「主体性の欠如」「コミュニケーション能力の低下」等が指摘され、それらを一因とす

る「未就労」や「早期離職」等が解決すべき重要な課題と言われております。

本財団では、教職員の皆様にとりましてキャリア教育推進の一助となるべく、例年ご好評を頂いてお

ります「キャリア・サポーター養成講座（旧ＣＳＭ講座）」を本年度も以下の日程で開催いたしますの

で、同封の募集要項をご覧のうえ、奮ってご参加いただきますよう宜しくお願い申し上げます。

◆東京会場 平成24年 8月 6日(月)～8日(水) 於：日本電子専門学校

※お申し込み期限：7月17日(火)

◆大阪会場 平成24年 8月 14日(火)～16日(木) 於：ホスピタリティ ツーリズム専門学校大阪

※お申し込み期限：7月23日(月)

≪「キャリア・サポーター養成講座」とは・・・≫

☆職業教育・キャリア教育機関のなかに“キャリア・サポート”＝「学生が自分自身のキャリア（仕事人生）

を主体的に設計・選択・決定できるように支援する」という理念を広く浸透させ、教職員として身に付け

るべきマインド（態度や姿勢・考え方）を養成する独自のプログラムです。

☆例年、参加者からは、本来の目的の達成（キャリア・サポート・マインドの養成）に加えて、3日間の講座

で教職員自身が様々なグループワークを体験したことにより、“普段の授業方法の見直し（体験学習型の授

業の取り入れ等）にも役立った”という感想を頂いています。

☆修了基準を満たした受講者は「キャリア・サポーター」として認定・登録されます。

☆平成 23 年度までの講座開催回数は合計 28 回、全国からの参加者は合計 267 校 519 名。本財団主催にて東

京・大阪で開催した他に、都道府県協会・学校法人等主催により北海道・長野・静岡・島根・岡山・山口・

沖縄の7地区でも実施しました。

☆本財団では、平成21年度にキャリア・サポート実践のために活用可能な教材「チーム学習型キャリア教育

ワークブック『やる気の根っこ』」を開発し、現在、全国販売いたしております。平成 24 年度は『やる気

の根っこ』活用のための研修会も合わせて実施いたします。詳細は、同封の募集要項をご覧ください。

＜お問合・お申込先＞ 一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団 事務局 総務課 稲本・岡田

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-2-25私学会館別館11階

TEL：03(3230)4814 FAX：03(3230)2688 e-mail：csm@sgec.or.jp
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「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座」受講
(本財団認定ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ
により運営)
＜受講資格＞
①職業教育・キャリア教育機関の教職員

（非常勤及び就任予定者を含む）
または
②職業教育・キャリア教育関係者

３日間の全課程修了
(課題レポートの提出を含む)

「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ」
認定・登録

学生生徒の職業観の醸成、職業人生の考え方などを側面支援し、学生生徒自
身が自立的に取り組み、決定していくために、教職員に必要とされるマイン
ド（態度や姿勢・考え方）を養成することを目的とします。
※「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座」は、本財団のほかに、各都道府県協会・学校法人
等による開催が可能です(実施を希望される都道府県協会・学校法人等は、本
財団事務局までお問い合わせください)。

「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ研修」受講申込
＜受講資格の概要＞(詳細は開催案内送付後に実施要項をご参照ください。)

次の①～③の要件を全て具備された方
①ｷｬﾘｱ･ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞに関する資格を有すること。
②ｷｬﾘｱ･ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの経験を有すること。また、可能ならば、ﾄﾚｰﾅｰの

経験を有することが望ましい。
③本財団が認定する「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座」の修了者

（「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ」）であること。

ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座の
修了者を対象に

ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ研修
の開催案内を送付

「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ」
認定・登録
※業務の保証を意味するものではありません。
※5年毎の更新手続きが必要となります。

｢ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ
養成ﾄﾚｰﾅｰ研修｣

受講

事前に書類審査及び
面接審査有り

実技審査を含めた総合評価
により合否決定

ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座を運営する
講師(「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ」)
を養成し、認定・登録することを
目的とします。

「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座」と「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ研修」の関係は下図のとおりです。
このうち「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ研修」は、ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座を修了して「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ」として認定・登録された方で、ﾄﾚｰﾅｰ養成研

修の開催案内を希望された方宛に開催案内を直接お送りします。貴校教職員より「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ研修」の受講希望がございましたら、
ご高配の程お願い申し上げます。

本財団認定
ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ
としてｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成
講座を運営

職業教育・キャリア教育機関設置者・学校長各位

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
旧・財団法人専修学校教育振興会は、公益法人制度改革関連法に基づき、本年４月１日より「一般財団法人 職業教育・キャリア教育

財団」に移行し、新たな出発をいたしました。今後は、名称の変更と共にその目的を「職業教育・キャリア教育の振興に寄与すること」と
して、専修学校の振興はもとより、幅広い教育機関、学習者を対象とした事業活動を展開してまいります。
さて、本財団では中核をなす事業の一つとして、キャリア・サポート＜学生生徒が自分自身のキャリア（仕事人生）を主体的に設計・選

択・決定できるように支援すること＞を推進するために、教職員が有すべきマインド（態度や姿勢・考え方）を養成する独自のプログラム
（「キャリア・サポーター養成講座」）及びその講師（「キャリア・サポーター養成トレーナー」）養成研修を実施しております（両研修の関係
は下図をご参照ください）。
今年度も、職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員を対象としました「キャリア・サポーター養成講座」を、実施要項のとおり、８月

に東京と大阪で開催し、修了基準を満たした受講者を「キャリア・サポーター」として認定・登録いたします。
毎年、受講された方々からは、講座本来の目的の達成（キャリア・サポート・マインドの養成）はもちろんのこと、その研修効果に加えて、

３日間の講座を通じて教職員自身が様々なグループワークを体験することにより、“普段の授業方法の見直し（体験学習型の授業の取り
入れ等）にも有効である”との高い評価を頂いております。
つきましては、貴校教職員のご参加を賜りたくご案内申し上げますので、ご推薦いただきます教職員の方につきまして、「推薦書兼受

講申込書」に必要事項をご記入の上、ファクシミリにてご返信ください。
また、本案内８～１２ページには「チーム学習型キャリア教育ワークブック『やる気の根っこ』」及び本ワークブック活用のための研修会の

ご案内を掲載しております。「キャリア・サポーター養成講座」と合わせて、ワークブックの採用及び活用研修会への参加をご検討くださ
い。

平成２４年 ５月

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団
「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座」と「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ研修」について

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団
理 事 長 福 田 益 和

本財団では、キャリア・サポートの実践
に役立つ学生向け教材「チーム学習型
キャリア教育ワークブック『やる気の
根っこ』」を開発しました。
詳細は、本案内8頁以降をご参照ください。



一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団
『職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員のための キャリア・サポーター養成講座』

平成24年度 実施要項

【1.目的】
学生生徒の職業観の醸成、職業人生の考え方などを側面支援し、

学生生徒自身が自立的に取り組み、決定していくために、教職員
に必要とされるマインド（態度や姿勢・考え方）を養成すること
を目的とします。

【2.日程】
※グループワークを中心とした内容となります。また、修了要件

にもかかわりますので、全日程を通じての参加をお願いします。
部分参加、日程途中からの参加者変更はご遠慮ください。

＜東京会場＞
第1日目 平成24年8月6日(月) 10:00～18:00
第2日目 〃 7日(火) 9:00～17:00
第3日目 〃 8日(水) 〃

＜大阪会場＞
第1日目 平成24年8月14日(火) 10:00～18:00
第2日目 〃 15日(水) 9:00～17:00
第3日目 〃 16日(木) 〃

※講座初日のみ開始・終了時刻が異なります。ご注意ください。
※両会場ともに全日程、昼食をご用意いたします。

【3.修了基準】
3日間の全課程を履修後、1週間以内にレポートをご提出いただ

きます（課題内容等の詳細は講座のなかで説明いたします）。
レポート内容は、担当トレーナーによる確認を経た後、キャリ

ア・サポート事業運営委員会が審査します。
審査の結果、修了が認められると、「キャリア・サポーター認

定証」が授与され、認定・登録されます。

【4.場所】
＜東京会場＞ 日本電子専門学校

東京都新宿区百人町1-25-4
http://www.jec.ac.jp/access/

＜大阪会場＞ ホスピタリティ ツーリズム専門学校大阪
大阪府大阪市西区江戸堀2-1-25
http://www.trajal.info/access/index.html

【5.認定講師】
＜東京会場＞

船山世界氏（下記プロフィール参照）
＜大阪会場＞

西田君美雄氏（下記プロフィール参照）
※担当講師は都合により変更となる場合があります。

【6.定員】
原則として、各会場２４名までとさせていただきます。

※なるべく多くの学校に受講いただくため、原則として1校につき
1名の受講とさせていただきます。

※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。
※申込が1会場12名未満の場合、中止とさせていただく場合があり

ます。

【7.受講資格】
次の①または②いずれかの要件を満たす方。

①本財団が認める職業教育・キャリア教育機関の教職員で且つ当該
機関の長が推薦する者であること(非常勤及び就任予定者を含む) 。

②本財団が認める職業教育・キャリア教育関係者であること。

【8.受講料】
1名 80,000円

（教材費、昼食代、審査及び認定・登録料を含みます。）
※移動に伴う交通費・宿泊費は含みません。各自で手配願います。
※受講料は、お振り込みのお願いを当方からご連絡した後、受講前

までに下記口座にご送金ください。
みずほ銀行 九段支店（普通）２３８６９０４
一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団
＜振込手数料は貴校にてご負担ください。＞

※受講料の返金はいたしかねます。受講申込後、開講前までに当初
の受講希望者が受講不能となった場合は、受講資格を満たす別の
方の全日程出席をお願いします。

※研修会当日の現金の受け渡しはご容赦ください。

【9.申込方法】
本案内7ページ目の「推薦書兼受講申込書」に必要事項をご記入

の上、ファクシミリにてお申し込みください。
→申込先ＦＡＸ ： ０３（３２３０）２６８８

＜お問い合わせ先＞
〒102-0073
東京都千代田区九段北4-2-25 私学会館別館11階
一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団 総務課 稲本・岡田宛

TEL：03(3230)4814 e-mail：csm@sgec.or.jp

【10.申込期限】
＜東京会場＞ 平成２４年７月１７日（火）
＜大阪会場＞ 〃 ７月２３日（月）
※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。
※申込FAX受付次第、受講希望者ご本人様に、受付完了の電子メー

ルをお送りいたします。

★認定講師プロフィール★

東京会場 ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ
船山世界氏（FUNAYAMA SEKAI）

日本電子専門学校 学生トータルサポート部長
一般財団法人職業教育・キャリア教育財団

キャリア・サポート事業運営委員会 委員

＜経歴＞
●東京都生まれ（1964年）
●日本電子専門学校奉職（1987年）
●同校 就職部長（2000年）
●同校 総務部長（2009年）
●同校 学生トータルサポート部長（2012年） 現在に至る。

＜資格＞
●教員免許
●特定非営利活動法人日本キャリア開発協会認定ＣＤＡ

（キャリア・デベロップメント・アドバイザー）
●ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ（一般財団法人職業教育・キャリア教育財団認定）
●特定社会保険労務士

★認定講師プロフィール★

大阪会場 ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ
西田君美雄氏（NISHIDA KIMIO）

Office W-Planning 代表
人材育成・教育アドバイザー
近畿大学通信教育部非常勤講師
大阪府下大学キャリア相談員（非常勤）

＜経歴＞
●石川県生まれ
●情報機器専門商社に勤務し、システム開発・営業を担当
●コンピュータ専門学校にて、ＩＴ専門教科講師ならびに就職指導を担当

（28年間）
●現在、ＩＴソフトウェア企業を中心に新入社員・中堅社員・管理職対象

各種セミナーの企画・運営・講師、経営者コーチング等を担当
●日本キャリアデザイン学会会員
＜資格＞
●2級キャリア・コンサルティング技能士（国家資格）
●特定非営利活動法人日本キャリア開発協会認定ＣＤＡ J-Master
●ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ﾄﾚｰﾅｰ（一般財団法人職業教育・キャリア教育財団認定）
●第１種情報処理技術者試験合格 ●ＸＭＬ Ｍaster Ｂasic取得



職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員のためのキャリア・サポーター養成講座

一般財団法人職業教育・キャリア教育財団

昼休み 昼休み 昼休み

◆講座オリエンテーション

１．若者を受け止めよう

(１)デモンストレーション

(２)学生の現状点検

２．仕事、キャリア、キャリア
開発

(１)私の履歴書

(２)仕事の根っ子

(３)なぜ働くのか

◆まとめ

バズ

グループワーク

シェアリング

ワークシート

シェアリング

３．キャリア・サポートのため
のコミュニケーションスキル

(１) 基本態度

(２)学生とのコミュニケーション

４．自己理解の促進

(１)アイデンティティ

(２)キャリア・アンカー

(３)意思決定スタイル

(４)検査フィードバックの留意点

(５)ライフ・キャリア

◆まとめ

実習

ロールプレイング

検査（診断）

ワークシート

シェアリング

宿題

５．仕事理解とキャリア・

ガイダンス

(１)職業興味と職業選択

(２)仕事理解とキャリア・ガイダンス

６．キャリア・サポートの姿

(１)どうするキャリア・サポート

(２)実践を誓って

◆まとめ

エクササイズ

シェアリング

グループワーク

相互コメント

検査（診断）

１日目(10:00～18:00) ２日目(9:00～17:00) ３日目(9:00～17:00)

シェアリング

ワークシート

ワークシート

宿題 キャリア・アンカー診断記入 ＶＰＩ検査表記入

（注）

 事情によりプログラムは時間変更するこ
とがあります。

 受講終了後のレポート提出が、修了要
件となっています。

１

２

３

４

キャリア・サポートの実践法を
シミュレーションする

職業情報のありかと
キャリア・ガイダンスの
方法を知る

そして、カウンセリングと
サポートの態度を訓練する

学生に自分・個性を理解させる前提として、
自分（教職員）の理解を深める

まず、いまここにいる学生の存在と
パーソナリティを受け止められる
ようになる

その上で、そもそもキャリアとは
何かを理解する

５

６３日目

２日目

１日目



★新鮮なメンバーで実施することで、自己開示がスムーズ

でバリエーションに富んだワークができ、非常に楽しん

で参加できました。トレーナーのアイデアや導入のタイ

ミング、ファシリテーションが素晴らしく、「なるほど」

と勉強になりました。ありがとうございました。

★キャリア（仕事人生）の考え方が、まったく変わった。

また、変わっただけではなく、どのように取り組む必要

があるかについて密度の濃い研修を受けることができた。

ありがとうございます。

★とても価値のある 3 日間でした。ロールプレイでは、ス

キルを学び、帰ってすぐに使える知識と自信をもらいま

した!!ありがとうございます。

★非常に有意義な時間を過ごさせていただきました。教職

20 年を迎えるにあたり、今までの学生指導の振り返りが

できました。本当にありがとうございました。

★参加する前は、とても難しい研修かと思っていましたが、

皆で考えながら１つの方向性を見つけていくところがと

ても良く、いろいろな考え方があると思い、とても参考

になりました。学生指導上でも使わせていただける事は

しっかりと使っていきたいと思います。

★楽しかったです。予想以上でした。来年も開かれること

があれば、必ず本校の教職員も参加するよう推挙します。

全国各地で、この講座が開かれていくことを願っていま

す。

★1.自分を見つめ直せたこと、2.目的を明確にできたこと、

3.価値観の多様性をポジティブに且つ新鮮なよろこびを

もって受け入れられたことが収穫です。

★キャリアという線をどうつなげるのか学生に理解させる

ことの重要性を学びました。

★研修を終えて、さわやかな達成感と充実感。そして何よ

りも明日からの仕事に対して、前向きに取り組もうとい

う意欲とワクワク感がうまれました。

★三日間、楽しく受講できました。また、同グループの方々

と大変親しくなれたことも良かったです。学んだことを

とにかくまず、やってみたいと思います。

★現在までに私は、キャリアに関して色々な団体で受講し

た事はありますが、今回ほど充実したキャリアに関する

講習は初めてで、今後に生かせることをたくさん学ばせ

て頂きました。今後、職員全員で取り組んで参ります。

ありがとうございます。

★教員はしゃべりすぎず、学生の話をよく“聴く”ことが

重要であることと、沈黙も必要だということは非常に参

考になった。

★キャリア・サポートの習得のみならず、ロールプレイン

グにおいて、他校の先生方のフィードバックにより、自

分自身の問題点や良い点を改めて知ることができました。

3 日間は考えていた以上に早く感じました。

★研修参加者が、皆さん明るくて終始楽しい雰囲気のなか

で研修をすることができました。自分自身の振り返りを

する機会もあり、自分自身を改めて見直す、よい機会を

得ました。

★日々の忙しさに大切なことを見失ってしまっていること

に改めて“気づき”ました。状況がどんなに困難であろ

うとも、逃げずに頑張ろうという決意を新たにしました。

★分野の異なる学校の教員が集い、それぞれの学校での取

り組みやキャリア・サポートの現状、課題を知ることが

できたことが大きな収穫で、また、ロールプレイングや

カウンセリング実演を通じて、リフレッシュでき、有益

でした。

★なかなか他校の進路指導者と会う機会がなかったので、

大変貴重な場となりました。特に学生の現状というのは

分野の違いこそあれ、共通している部分も多かったので

課題解決を一生懸命考えることができました。

★参加型の形式で効果大であると感じました。よく聞き、

よく話した印象があります。

★講義だけの研修ではなかったので、つらい講習会にはな

りませんでした。また、色々な人の意見・感想など、そ

の場で聞くことができ、その場で吸収することができた。

★キャリア・サポーターの能力養成にとても参考になりま

した。いろいろな人達からエネルギーを頂きました。

★疲れていた時に刺激を与えてくれました。ひとり一人、

それぞれの場で活躍（努力）しておられる姿から、さま

ざまな発言に勇気づけられ感心し、夢を得ることができ

ました。

★とても楽しい３日間でした。グループのメンバーにも恵

まれ、「あっ」という間に過ぎました。この様な機会を提

供して頂き、ありがとうございました。

★たいへん勉強になりました。トレーナーの軽妙で的確な

ファシリテートのおかげで、普段は体験できないグルー

プワークによる様々な気づきを得ることができました。

★ひとつひとつのテーマについてグループワーク、ワーク

シートをとおして深く掘り下げ、仲間と考え共有するプ

ロセスはとても楽しく有意義な時間だった。

★色々なアセスメントの実践、ロールプレイングでの模擬

体験等を通じて、自分を見つめ直せたと思います。

◆北海道 帯広コア専門学校４名、専修学校ロシア極東大函

館校１名、札幌リハビリテーション専門学校１名、札幌医療

科学専門学校１名、北海道エコ・コミュニケーション専門学

校１名、北見美容専門学校１名、北海道ハイテクノロジー専

門学校２名、経専医療事務薬業専門学校５名、経専音楽放送

芸術専門学校１０名、経専調理製菓専門学校１０名、経専北

海道観光専門学校４名、経専北海道どうぶつ専門学校３名、

経専北海道保育専門学校１４名◆青森県 東奥保育・福祉専

門学院１名、専門学校アレック情報ビジネス学院１名、東北

コンピュータ専門学校１名◆岩手県 １校１名◆宮城県 東

北電子専門学校２名、専門学校デジタルアーツ仙台１名◆秋

田県 秋田経理情報専門学校２名◆山形県 山形厚生看護学

校１名、専門学校山形Ｖ．カレッジ１名◆福島県 国際メデ

ィカルテクノロジー専門学校１名、ケイセンビジネス公務員

カレッジ１名◆茨城県 水戸経理専門学校１名、その他１校

１名◆栃木県 マロニエ医療福祉専門学校２名、国際テクニ

カルデザイン・自動車専門学校１名◆群馬県 中央情報経理

専門学校高崎校１名、中央情報経理専門学校１名、高崎ペッ

トワールド専門学校１名、群馬県高等歯科衛生士学院１名、

群馬県美容専門学校１名、専門学校群馬自動車大学校１名◆

◆平成 16～23 年度までに「ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座」を修了し、「ｷｬﾘ

ｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ」として認定された方々の所属校名(講座参加当時の学校名)
とｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ在籍人数です。

学校名の掲載に同意いただけなかった場合は、都道府県名と人数のみを掲載しました。

★平成 23 年度 ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座

(東京・大阪会場) ～受講者ｱﾝｹｰﾄからの抜粋～



埼玉県 アルスコンピュータ専門学校１名、中央情報専門学

校１名、医学アカデミー３名、埼玉県理容美容専門学校１名、

その他１校１名◆千葉県 千葉情報経理専門学校１名、国際

理工専門学校２名、明生情報ビジネス専門学校１名、その他

１校１名◆東京都 日本電子専門学校５名、専門学校東京テ

クニカルカレッジ１名、専門学校読売自動車大学校１名、専

門学校ＥＳＰミュージカルアカデミー２名、日本工学院専門

学校４名、日本工学院八王子専門学校２名、東京美容専門学

校３名、ホスピタリティツーリズム専門学校４名、東京デザ

イン専門学校２名、山脇美術専門学院１名、国際理容美容専

門学校２名、駿台法律経済専門学校１名、尚美ミュージック

カレッジ専門学校４名、資生堂美容技術専門学校２名、専門

学校武蔵野ファッションカレッジ１名、早稲田速記医療福祉

専門学校１名、日本フラワーデザイン専門学校２名、篠原学

園専門学校４名、文化学院１名、日本リハビリテーション専

門学校１名、専門学校ヒコ・みづのジュエリーカレッジ１名、

東京調理師専門学校２名、その他５校５名◆神奈川県 学校

法人岩谷学園３名、岩谷学園アーティスティックＢ専門学校

１名、岩谷学園テクノビジネス専門学校１名、横浜デザイン

学院１名、その他３校３名◆新潟県 国際エア・リゾート専

門学校１名、国際ビューティモード専門学校１名、国際ホテ

ル・ブライダル専門学校１名、新潟こども医療専門学校１名、

新潟リハビリテーション専門学校３名、日本福祉医療専門学

校１名、晴陵リハビリテーション学院１名、専門学校新潟国

際自動車大学校２名、その他２校２名◆富山県 富山情報ビ

ジネス専門学校１名、富山医療福祉専門学校２名◆長野県

専門学校カレッジオブキャリア長野校３名、松本衣デザイン

専門学校２名、長野ビジネスアカデミー１名、臼田経理専門

学校５名、専門学校未来ビジネスカレッジ２名、飯田コアカ

レッジ１名、伊那ビジネス専門学校１名、上田情報ビジネス

専門学校９名、エプソン情報科学専門学校２名、長野医療衛

生専門学校３名、長野救命医療専門学校１名、長野美術専門

学校１名、長野平青学園３名、松本国際工科専門学校１名、

松本調理師製菓師専門学校４名、丸の内ビジネス専門学校２

名、信州医療福祉専門学校３名、信州リハビリテーション専

門学校１名、豊野高等専修学校２名、長野社会福祉専門学校

１名、長野ビジネス学院２名、松本理容美容専門学校３名、

松本医療福祉専門学校１名、その他２校２名◆岐阜県 ベル

フォートアカデミーオブビューティ２名、専門学校飛騨国際

工芸学園１名、中日本航空専門学校２名、専修学校中部国際

自動車大学校１名◆静岡県 沼津情報・ビジネス専門学校３

名、静岡産業技術専門学校２名、静岡医療学園専門学校１名、

東海医療学園専門学校２名、国際医療管理専門学校浜松校１

名、国際医療管理専門学校熱海校１名、静岡アルス美容専門

学校１名、静岡福祉医療専門学校３名、白百合洋裁専修学校

１名、専門学校静岡工科自動車大学校６名、専門学校静岡電

子情報カレッジ２名、専門学校浜松医療学院５名、専門学校

ルネサンス・デザインアカデミー１名、中央歯科衛生士調理

製菓専門学校１名、中央調理製菓専門学校静岡校２名、中遠

調理師家政専門学校１名、東海調理製菓専門学校１名、東海

リハビリテーション専門学校１名、浜松情報専門学校２名、

浜松調理菓子専門学校２名、大原トラベル・ホテル・ブライ

ダル専門学校静岡校１名、大原トラベル・ホテル・ブライダ

ル専門学校浜松校２名、国際ことば学院外国語専門学校２名、

東海文化専門学校６名、大原法律公務員専門学校浜松校１名、

大原簿記情報医療専門学校浜松校３名、大原簿記情報医療専

門学校静岡校１名、静岡県理容美容専門学校１名、常葉学園

静岡リハビリテーション専門学校１名◆愛知県 安城生活福

祉高等専修学校１名、専門学校日産愛知自動車大学校３名、

東海医療工学専門学校１名、専門学校トヨタ名古屋自動車大

学校４名、山本学園情報文化専門学校１名、大原簿記情報医

療専門学校名古屋校２名、大原法律公務員専門学校１名、中

部楽器技術専門学校１名、名古屋栄養専門学校１名、名古屋

観光専門学校１名、名古屋製菓専門学校１名、名古屋工学院

専門学校１名、東海医療科学専門学校１名、その他１校１名

◆三重県 旭理容美容専門学校１名、鈴鹿オフィスワーク医

療福祉専門学校１名◆滋賀県 甲賀健康医療専門学校１名、

滋賀ビジネス学院１名◆京都府 京都コンピュータ学院京都

駅前校１名、専門学校ＹＩＣ京都工科大学校８名、京都美容

専門学校１名、京都調理師専門学校２名◆大阪府 大阪医療

福祉専門学校１名、辻調理師専門学校３名、辻製菓専門学校

１名、創造社デザイン専門学校４名、阪神家政高等専修学校

２名、大阪医療技術学園専門学校１名、履正社医療スポーツ

専門学校４名、大阪美容専門学校２名、大阪情報コンピュー

タ専門学校５名、ＥＣＣコンピュータ専門学校１名、修成建

設専門学校１名、大阪工業技術専門学校２名、高津理容美容

専門学校２名、大阪外語専門学校１名、中央工学校ＯＳＡＫ

Ａ１名、その他４校７名◆兵庫県 関西保育福祉専門学校１

名、神戸医療福祉専門学校三田校１名、兵庫栄養調理製菓専

門学校１名、ビジネス専門学校キャリアカレッジ但馬１名、

姫路福祉保育専門学校１名、その他３校３名◆奈良県 橿原

美容専門学校１名、ラソーンイービジネス専門学校１名◆鳥

取県 専門学校鳥取情報経理学院２名◆島根県 山陰中央専

門大学校３名、専門学校松江総合ビジネスカレッジ１４名、

島根デザイン専門学校１名◆岡山県 専門学校岡山情報ビジ

ネス学院１名、専門学校倉敷ファッションカレッジ３名、中

国デザイン専門学校４名、専門学校岡山ビジネスカレッジ４

名、専門学校ビーマックス４名、岡山科学技術専門学校３名、

朝日リハビリテーション専門学校１名、専門学校慶子アカデ

ミージャパン１名、その他１校１名◆広島県 穴吹デザイン

専門学校１名、広島コンピュータ専門学校１名、広島ビジネ

ス専門学校１名、広島会計学院電子専門学校１名、広島情報

専門学校１名、小井手ファッションビューティ専門学校１名

◆山口県 専門学校ＹＩＣグループ学院本部６名、ＹＩＣキ

ャリアデザイン専門学校６名、ＹＩＣ公務員専門学校５名、

専門学校ＹＩＣリハビリテーション大学校３名、ＹＩＣ看護

福祉専門学校４名、ＹＩＣビジネスアート専門学校３名、Ｙ

ＩＣビューティモード専門学校４名、徳山総合ビジネス専門

学校１名◆徳島県 専門学校穴吹情報公務員カレッジ１名◆

香川県 四国医療専門学校１名◆愛媛県 愛媛調理製菓専門

学校１名◆高知県 高知情報ビジネス専門学校１名、国際デ

ザイン・ビューティカレッジ２名、その他１校１名◆福岡県

九州ビジネス専門学校１名、麻生情報ビジネス専門学校１名、

専門学校日本デザイナー学院１名、専門学校福岡カレッジ・

オブ・ビジネス４名、スポーツ＆航空ビジネス専門学校１名、

麻生医療福祉専門学校福岡校１名、専門学校日本ビジネスス

クール１名、専門学校西鉄国際ビジネスカレッジ１名、ＩＬ

Ｐお茶の水医療福祉専門学校１名、福岡大村美容ファッショ

ン専門学校４名◆長崎県 長崎コンピュータ専門学校１名、

長崎県美容専門学校１名、九州医学技術専門学校２名、ここ

ろ医療福祉専門学校２名◆熊本県 専修学校熊本壺溪塾１名、

九州工科自動車専門学校１名、その他１校２名◆大分県 明

日香美容文化専門学校２名、大分スクールオブビジネス１名

◆宮崎県 大原簿記公務員専門学校１名、宮崎ペットワール

ド専門学校１名、宮崎情報ビジネス専門学校１名、宮崎福祉

医療カレッジ１名、その他１校１名◆鹿児島県 鹿児島情報

ビジネス専門学校１名、鹿児島外語学院１名◆沖縄県 専門

学校那覇日経ビジネス工学院６名、専門学校日経ビジネス工

学院１名、インターナショナルデザインアカデミー１名、沖

縄福祉保育専門学校１名、尚学院国際ビジネスアカデミー５

名、専門学校日経ビジネス４名、琉球調理師専修学校１名、

専修学校パシフィックテクノカレッジ学院１名、サイ・テク・

カレッジ１名、その他２校３名

＝（全国合計２６７校５１９名）＝



平成２４年 月 日

推 薦 書 兼 受 講 申 込 書

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団

キャリア・サポート事業運営委員会 御中

（学校名）

（校長名） 校印

下記の者を「職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員のための キャリア・サポーター養成講座」

の受講者として推薦し、参加を申し込みます。

【希 望 会 場】 １．東京 ２．大阪 （○印をお付けください）

【貴 校 名】

※ 受講料は原則としてお申し込みの学校名にてお振り込みください。法人名にてお振り込み予定の場合は、

以下に法人名をご記入ください。

→法人名：

【受 講 希 望者】

ご 芳 名 部署・役職名等 性別 生年月日

(ﾌﾘｶﾞﾅ )

西暦 年 月 日

※ ご提供いただいた個人情報は、講座開催前後の事務連絡、講習時のグループ分け及び修了後の関連情報提

供以外には利用いたしません。

※ 講師・受講者・事務局・オブザーバーに配布する「受講者名簿」に都道府県名・氏名・学校名のみ掲載さ

せていただきますので、ご了承ください。

【受講希望者連絡先】 〒 －

学校所在地

（TEL － － ）

（FAX － － ）

必ずご記入ください→（e-mail： ）

【受 講 料】 ８０，０００円 （※研修会当日の受講料の受け渡しはご容赦ください。）

【お振込予定日】 平成２４年 月 日 銀行 本・支店より

（※振込手数料は貴校にてご負担ください。）

＜ご返信先＞送付状は不要です。本状のみ送信ください。

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団 事務局 総務課 稲本・岡田

ＦＡＸ ０３－３２３０－２６８８

※お手数ですが、コピーしてお使いください。



数多くあるキャリア教育教材とは異なり、個人個人の学習では身につけることの難しい

モチベーションや、納得してやり通す意思・意欲を自らがコントロールできる力をチーム

の力を借りることで身につけられるよう工夫されています。一定の規則の中で行わるグル

ープワークは、コミュニケーション能力の育成にも大きな力を発揮します。

インターネット上に、本書を利用する先生方専用のページを設け、教員用ガイドをダウ

ンロードしていただきます（注文書に記されたメールアドレス宛にご案内いたします）。

専用ページの運営には研究開発委員会の委員もメンバーとして加わり、参加する先生方

とともに本書の有効な活用方法を研究していただきます。

ワークの中には、自分の思いを書き込んでチームのメンバーと分かち合うものや、切り

取ってメンバーにプレゼントするカードが含まれます。そのため、ワークブックはリング

ファイル型式とし、中身の取り外しが自由に行えるようにしてあります。

教材サンプルと見本 ：本教材の一部および教員用ガイドの一部を含む教材サンプルと研究報

告書を、本財団のホームページから無料でダウンロードすることができます。

キャリアの設計・選択・決定が主体的にできる学生を育てる！

チーム学習型キャリア教育ワークブック

のご案内

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団（旧・財団法人専修学校教育振興会）では、平

成 17年度より、キャリア･サポート＜学生が自分自身のキャリア（仕事人生）を主体的に設計・

選択・決定できるように支援すること＞を推進するために、教職員が有すべきマインドやスキ

ルを養成するキャリア･サポーター養成講座（旧：CSM 講座）を実施して参りました。

講座は現在まで続き、それまで受講いただいた 260余校の先生方からお喜びの声を頂く一方、

多くの方から「せっかく学んだマインドやスキルを学校教育の場で一層有効に活用するため、

学生用の教材を開発して欲しい」というお声を頂戴いたしました。

そこで職業教育・キャリア教育財団では、平成 21 年度に文部科学省の補助を受けた研究委

員会を立ち上げて教材の研究開発を行い、全ての教職員がキャリア教育の現場で活用すること

のできる“学生用ワークブック”としての本書を全国の皆様へご紹介させていただく運びとな

りました。授業の想定時間は 15コマ（1コマ 90分）。全コマを実施することにより最大の学習

効果が得られるよう編集しましたが、部分実施や他の授業の一部に組み入れて利用することも可能です。

貴校様におかれましては、これを機に是非採用をご検討いただきますよう、お願い申し上げます。

定価：945 円（本体 900 円+税） （Ａ４版・72ページ）

※ お申し込み方法：裏面の注文書を FAX にてご送信ください。

※ 送料・納期等の詳細は裏面の注文書をご確認ください。
2010 年 4 月 1 日 初版第１刷発行

発行 一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団（旧 財団法人専修学校教育振興会）

http://www.sgec.or.jp

〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-2-25（私学会館別館）

TEL03(3230)4814 2012.5.10



注文先：一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団 ＦＡＸ03（３２３０）２６８８

チーム学習型キャリア教育ワークブック 注文書

ご注文日（FAX 送信日）： 月 日
※入金確認日により発送日が変わります。詳しくは下記の

「●入金確認日と発送日」をご覧ください。

※次のいずれかに○をつけてください。

団体購入 個人購入
(請求書の名宛人は、 (請求書の名宛人は“○○（ご担当者）

“〇〇学校 御中”となります） 様となります）

団 体 名
※ 法人名ではなく、学校名を記入してください。

※ 請求書の名宛人を法人名等にする必要がある

場合は、＜備考＞枠にてお知らせください。

※ 納品先が個人宅等の場合は記入不要です。

：

注文冊数： 冊 希望発送方法⇒
※ いずれかに○をつけてください。

メール便
(1 冊の場合のみ)

・ 宅配便

ご
担
当
者
様

(

請
求
書
送
付
先
・
連
絡
先
）

〒

所属部署： 氏名： ㊞

メールアドレス： ＠

電話番号 （ ） FAX 番号 （ ）

納品先
※請求書送付先・連絡

先と異なる場合のみ

ご記入ください。

〒

様 電話番号 （ ）

＜備考＞必要な書類や請求書の名宛人名に指定がございましたらご記入ください。また、宅配便の場合、ご希望の納品日・納品時間があ

りましたら、下記の「●入金確認日と発送日」をご参照の上、無理の無い範囲でお知らせください。

●販売形態：職業教育・キャリア教育財団による直接販売のみ。ご入金確認後に発送。
●送料（全国一律・税込）
①メール便（1 冊の場合のみ。受取確認なし・日時指定なし・保証なし）：100 円

受取確認と保障がありませんので、万が一品物がお手元に届かない場合でも品物の再送付はいたし
ません。（発送伝票番号はお知らせいたします）

②宅 配 便（1 梱包 100 冊まで。受取確認あり・日時指定あり・保証あり）：１梱包 850 円
●お支払方法（銀行振込）：注文書受信後、上記のご担当者様宛に請求書を電子メールでお送りいたし

ます。請求書到着後に指定の口座へ代金をご送金ください。請求書の郵送
をご希望の場合は、備考欄にその旨をご記入ください。 (別途 80 円が必要です)

●入金確認日と発送日：(1) ご注文冊数が在庫を下回る場合は、下記のＡ～Ｃで発送致します。
Ａ 毎月 １日までの入金確認分＝10 日までに東京より発送。
Ｂ 毎月 10 日までの入金確認分＝20 日までに東京より発送。
Ｃ 毎月 20 日までの入金確認分＝月末までに東京より発送。

(2) ご注文冊数が在庫を上回る場合は、ご注文をいただきました時点でご相談
申し上げます。

●納品予定日
①メール便：目安として 400km 圏内は発送の翌々日、400km 圏以上は発送日を含め 4 日目のお届けになり

ます。（離島・一部地域を除く）
②宅 配 便：通常、発送の翌日または翌々日のお届けとなります。（離島・一部地域を除く）

●お届けの際、リングファイルとテキストはセットいたしておりません。

●表紙・フッタ・奥付等に記されている団体名は、旧団体名となっております。

●都合により仕様・定価・送料が変更になる場合があります。最新情報は当会ＨＰにてご確認ください。

＊お預かりした個人情報については、一般財団法人職業教育・キャリア教育財団のプライバシーポリシ

ーにもとづき適正に管理します。

2012.5.10



８ページに掲載した「チーム学習型キャリア教育ワークブック『やる気の根っこ』」の活用方法

について、本教材の開発に携わった研究委員が具体的にお伝えする研修会を開催いたします。

講師は、教材開発研究委員として本書を開発した神山恵美子委員（予定）。

「キャリア教育の重要性は理解しているつもりだが、指導技法に不安がある」「新しい教育技法

を具体的に学んでみたい」等とお考えの方は、是非ご参加ください

【主 催】 一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団

【日 時】 平成２４年８月２８日（火） １０：００～１７：００

【会 場】 東京・国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 4 階 401

東京都渋谷区代々木神園町３－１ ＴＥＬ：03-3469-2525

http://nyc.niye.go.jp/

★交通案内

会場周辺には複数の駅があり、様々な行き方がございますので、上記ホームページにてご確認ください。なお、ホー

ムページ上では、「小田急線・参宮橋駅より徒歩７分」と記されておりますが、あまり分かり易い場所ではございま

せんので、初めての方は参宮橋駅から徒歩で 20 分程かかると考え、余裕を持ってご来場ください。

【受 講 料】 無 料

【予定講師】

チーム学習型キャリア教育ワークブック

『やる気の根っこ』活用研修会【無料】

★プロフィール★
帯広コア専門学校 理事長
一般財団法人職業教育・キャリア教育財団 キャリ
ア・サポート教材開発研究委員会委員

＜経歴＞
北海道札幌市生まれ
日本アイ・ビー・エム株式会社に９年間勤務。エンジ
ニアとして開発に携わる一方、新しいテクノロジーの
プロモーション活動等を担当した。
コア学園グループに転職し、IT コーディネータとして
企業のコンサルタント業務や、小学生向けウェブサイ
トの運営に携わる。
現在は東京のコア学園本部に勤務。企業研修やセミナ
ーの企画運営や講師活動を行う。帯広コア専門学校で
は「ビジネスコミュニケーション」の授業なども担当
している。

＜資格＞
産業カウンセラー（日本産業カウンセラー協会認定）
キャリア・サポーター養成トレーナー（一般財団法人
職業教育・キャリア教育財団認定）

神山恵美子氏

（KOHYAMA EMIKO）



【参加要件】 教育機関にて『やる気の根っこ』をご利用中またはご利用を検討中の方で、以下の要件

に全てご同意を頂ける方。

① 『やる気の根っこ』をご持参頂ける方

お持ちでない場合は、９ページの注文書にてご注文ください。

② 研修会実施風景のビデオ記録とインターネット上での配信をご承諾頂ける方

本研修会はビデオで撮影し、「『やる気の根っこ』を活用したキャリア教育技

法（予定）」として、その内容を後日インターネット上に公開する予定です。

基本的には講師の教授風景を中心に撮影・掲載いたしますが、全体の風景や講

師と受講者の方のやり取りも撮影いたしますので、受講者の方のお姿や講師から

名前を呼ばれた場合にはお名前がインターネット上の動画に載る場合がございま

す。

③ 終日を通じての参加をご予定頂ける方

グループワークを行う場合がありますので、終日のご参加をお願いします。

【定 員】 １２０名

（原則として先着順といたします。ただし、受講できない教育機関を減らすため、定員を超
えた場合には複数名お申し込みの教育機関に減員をお願いすることがございます。その折
には、どうぞご了承ください。なお、残席数に余裕がなくなりました場合は、ホームペー
ジにてお知らせいたします。それ以後の複数名申し込みはご遠慮ください。）

【申込方法】 １２ページの受講申込書に必要事項をご記入のうえ、下記あてファクシミリにてお

申込みください。

ＦＡＸ：０３（３２３０）２６８８

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-2-25 私学会館別館11階

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団 総務課

【申込期限】 平成２４年８月３日（金）

【タイムスケジュール（予定）】

時 間 内 容

9:30

10:00～11:30

11:30～13:00

13:00～17:00

17:00

（受 付）

・キャリア教育と『やる気の根っこ』の説明

・第１章模擬授業

休 憩

・第２章模擬授業

・当教材を活用した時に考えられる課題

・Ｑ＆Ａ

閉 会

＊事情により、変更になる場合があります。変更時には、ホームページでその旨をお知らせします。



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ コピーしてご利用ください ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊お書き頂いたお名前等は、本研修会の準備・運営にのみ使用し、第三者への提供はいたしません。

＊ＦＡＸでお送りいただく際は、送付状は不要です。本紙のみお送りください。

【お申込先（電子メールでのお申込は受付けておりません）】

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団 総務課 『やる気の根っこ』活用研修会係

ＦＡＸ：０３（３２３０）２６８８

平成24年 月 日

≪※申込期限:平成 24 年 8 月 3 日(金)必着≫

都道府県名

学 校 名

申込担当者 氏 名

e-mail ＠

電 話 番 号 ― ―

受講者氏名と参加要件の許諾

ご芳名
11 ページの【参加要件】全てを了解頂け

る 場 合 は 、 ☑ を 記し て く だ さ い 。 （ チ ェ ッ

クがない方の参加はお断り致します）

① □

② □

③ □

④ □

⑤ □

⑥ □

『やる気の根っこ』活用研修会(8月 28日) 受講申込書


